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「放射線の基礎知識」 
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放
射
線
の
基
礎
知
識

 

・全
て
の
物
質
は
原
子
と
い
う
小
さ
な
粒
か
ら
出
来
て
い
る
。

 
・原
子
に
は
安
定
な
も
の
、
不
安
定
な
も
の
が
あ
る
。
 

・不
安
定
な
原
子
が
安
定
に
な
る
た
め
に
放
出
す
る
も
の
を
放
射
線
と
い
う
。
 

・放
射
線
を
出
す
不
安
定
な
原
子
や
こ
の
よ
う
な
原
子
が
含
ま
れ
て
い
る
物
質

 
・身
の
周
り
に
は
自
然
由
来
の
放
射
性
物
質
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
。
 

・医
療
、
工
業
な
ど
の
分
野
で
利
用
す
る
た
め
に
人
工
的
に
作
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
 

一
部
を
原
子
レ
ベ
ル
で
見
る

 

・放
射
線
を
放
出
す
る
性
質
・能
力
を
放
射
能
と
い
う
。
 

・放
射
能
の
“高
い
、
低
い
”は
ベ
ク
レ
ル
（
B
q
)
で
表
す
。
 

・“
高
い
、
低
い
”は
放
射
線
を
放
出
す
る
原
子
の
数
と
放
出
す
る
ペ
ー
ス
で
決
ま
る
。
 

1
秒

 

放
射
線

 

高 い 低 い 

・放
射
線
は
原
子
同
士
の
結
合
を
切
断
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

・こ
の
作
用
に
よ
り
、
人
の

D
N
A
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
 

・人
は

D
N
A
の
損
傷
を
修
復
す
る
し
く
み
を
持
っ
て
い
る
。
 

・た
く
さ
ん
の
放
射
線
を
受
け
る
と

D
N
A
の
修
復
に
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

不
安
定

 
安
定

 

確
定
的
影
響

 ：
 脱
毛
、
不
妊
、
血
球
減
少
な
ど

 
確
率
的
影
響

 ：
 発
が
ん
、
遺
伝
的
影
響

 

・人
体
が
放
射
線
か
ら
受
け
取
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
で
考
え
る
。
 

・こ
れ
を
シ
ー
ベ
ル
ト
（S

v）
で
表
し
、
障
害
の
可
能
性
を
評
価
す
る
。
 

・自
然
由
来
の
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
量
は

1
年
間
で
約

2
.4
ｍ

S
vで
あ
る
。
 

受
け
取
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

 
身
の
周
り
の
放
射
線

 
 

 
宇
宙
か
ら

 
 

 
   

   
  0

.3
9

 m
Sv

 
 

 
大
地
か
ら

 
 

 
   

   
  0

.4
8

 ｍ
Sv

 
 

 
食
べ
物
な
ど
か
ら

 
  0

.2
9

 m
Sv

 
 

 
呼
吸
に
よ
り

 
 

   
   

  1
.2

6
 m

Sv
 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

 
0

.0
6

m
Sv
程
度

 

・お
よ
そ

1
0
0
 m

S
vよ
り
高
い
線
量
で
確
定
的
影
響
が
観
察
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

・お
よ
そ

1
0
0
 m

S
vよ
り
低
い
線
量
で
は
明
確
な
が
ん
の
増
加
は
観
察
さ
れ
て
い
な
い
。
 

造
血
機
能
の
低
下

 
5

0
0

 m
Sv
程
度
以
上

 

東
京
～
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
間

 
の
往
復

 
 
約

0
.1

9
 m

Sv
 

放
射
線
と
は
？

 

放
射
性
物
質
と
は
？

 

放
射
能
と
は
？

 

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
は
？

 

被
ば
く
量
は
ど
う
表
す
の
か
？

 

生
活
の
中
で
の
被
ば
く
、
障
害
が
出
る
被
ば
く
の
量
は
？

 

影
響
が
出
る
ど
う
か

 
可
能
性
に
つ
い
て
評
価

 

物
質
か
ら
放
射
線
が
出
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

 

不
安
定
な
原
子

の
数
が
同
じ
で
も
、

放
射
線
を
出
す

ペ
ー
ス
が
速
い

方
が
放
射
能
は

高
い

 

1
秒

 

・障
害
は
一
定
量
以
上
の
放
射
線
を
受
け
な
い
と
現
れ
な
い
確
定
的
影
響
と
少
し
で
も

 

 
被
ば
く
す
る
と
現
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
仮
定
す
る
確
率
的
影
響
に
分
け
ら
れ
る
。
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